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台
風
10
号
の
被
害
か
ら

復
旧
へ
向
け
全
力
で
取
組
中

県
民
の
声
を

県
政
に
生
か
す
。

希
望
郷
い
わ
て

三
陸
沿
岸
道
路
等
の

工
事
状
況

県北広域
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震
災
復
興
、 

と
も
に
つ
く
る

新
し
い
ま
ち
。

特集1 

特集2

食
産
業
を
盛
り
上
げ
て

北
い
わ
て
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

特集3



震
災
復
興
、と
も
に
つ
く
る
　
新
し
い
ま
ち
。

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
６
年
。
平
成
28
年
度
は
、岩
手
県
東
日
本

大
震
災
津
波
復
興
計
画
で「
本
格
復
興
期
間
」と
位
置
づ
け
ら
れ
た

３
年
間
の
最
終
年
度
で
す
。
更
な
る
展
開
に
向
け
て
、変
わ
り
つ
づ
け

る
北
い
わ
て
の
復
興
の
動
き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
潮
堤
の
整
備
や
住
宅
地
・

県
道
の
地
盤
か
さ
上
げ
で
、

八
木
地
区
を
守
る

津
波
で
、大
き
な
被
害
を
受
け
た

洋
野
町
種
市
の
八
木
地
区
を
守
る
た

め
、防
潮
堤
の
整
備
と
宅
地
の
地
盤

か
さ
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
木
港
は
、外
海
に
直
接
面
し
て

い
る
た
め
、も
と
も
と
波
が
高
い
場
所

で
し
た
。震
災
で
は
、八
木
駅
を
中
心

と
し
た
海
沿
い
の
エ
リ
ア
が
浸
水
し
、

甚
大
な
建
物
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

堤
防
の
か
さ
上
げ
で

津
波
か
ら
町
を
守
る

久
慈
川
地
区
、夏
井
川
地
区
の

防
潮
堤
整
備

津
波
を
防
ぐ
に
は
、主
に
水
門
に

よ
る
方
法
と
、堤
防
を
高
く
し
て
川

に
津
波
を
受
け
流
す
方
法
と
が
あ

り
、現
在
、久
慈
市
の
久
慈
川
と
夏

井
川
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
後
者
。

久
慈
港
の
可
能
性
も
広
げ
る

湾
口
防
波
堤
整
備

久
慈
港
湾
口
防
波
堤
の
整
備
は
、

国
直
轄
事
業
と
し
て
、平
成
40
年
度

そ
こ
で
県
は
、八
木
地
区
の
北
側
を

浸
水
被
害
か
ら
守
る
た
め
、平
成
24

年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
八
戸
線
と
県
道
八
木

港
線
の
間
に
新
し
い
防
潮
堤
の
建
設

工
事
を
ス
タ
ー
ト
、間
も
な
く
待
望

の
完
成
を
迎
え
る
見
込
み
で
す
。防

潮
堤
の
長
さ
は
延
長
約
４
２
０
ｍ
、

海
抜
12
ｍ
。水
門
１
基
と
開
閉
に
よ
っ

て
自
由
に
往
来
が
で
き
る
陸
閘（
り
っ

こ
う
）を
北
と
南
に
１
基
ず
つ
設
置

し
て
い
ま
す
。八
木
地
区
は
、明
治
や

昭
和
の
大
津
波
で
も
被
害
を
受
け
た

と
こ
ろ
。家
を
移
転
す
る
な
ど
、地
元

の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
防

潮
堤
は
、こ
れ
か
ら
命
と
財
産
を
守

る
大
き
な
使
命
を
担
い
ま
す
。

浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
防
潮

堤
工
事
で
す
。

久
慈
川
の
工
事
区
間
は
、長
内
町
内

の
右
岸
1
2
0
0
ｍ
と
湊
町
内
の
左
岸

8
0
0
ｍ
の
合
わ
せ
て
約
２
㎞
。整
備
に

現在の湊橋

防潮堤、水門施工状況（①）

湊橋の施工状況（②）
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階上ＩＣ

洋野ＩＣ（仮）

侍浜ＩＣ（仮）

久慈北ＩＣ

久慈ＩＣ

洋野東ＩＣ（仮）

洋野南ＩＣ（仮）

侍浜南ＩＣ（仮）

久慈南ＩＣ（仮）

久慈宇部ＩＣ（仮）

普代北ＩＣ（仮）

普代ＩＣ

野田ＩＣ（仮）
（写真①）

まちづくり連携道路 県道29号
野田山形線 野田

平成29年度完成予定（写真④）

洋 野 町洋 野 町
Hirono TownHirono Town

久 慈 市
Kuji City

野 田 村
Noda Village

普 代 村普 代 村
Fudai VillageFudai Village

復興道路 三陸沿岸道路
洋野階上道路（侍浜～階上）
平成32年度完成予定

漁業集落防災機能強化
八木地区 平成29年度完成予定

八木海岸防潮堤
平成28年度完成予定
（写真①）

まちづくり連携道路
県道216号 八木港線 八木
平成28年度完成予定

復興関連道路 県道164号
明戸八木線 小田の沢
平成30年度完成予定

復興道路 三陸沿岸道路
久慈北道路（侍浜～久慈北）
平成30年度完成予定

湾口整備 久慈港湾口防波堤
平成40年度完成目標
（写真③）

夏井川防潮堤
平成29年度完成予定

久慈湊漁港海岸防潮堤
平成28年度完成予定

久慈川防潮堤
平成30年度完成予定（写真②）

復興支援道路 国道281号 案内
平成29年度完成予定

※地図外

復興関連道路 県道268号
野田長内線 小袖～大尻
平成30年度完成予定

久喜漁港海岸防潮堤
平成28年度完成予定

土地区画整理 城内地区
平成29年度完成予定

（写真⑥）

野田海岸防潮堤
平成30年度完成予定

前浜地区海岸防潮堤
平成29年度完成予定（写真⑤）

米田海岸防潮堤
平成29年度完成予定

震
災
復
興
、と
も
に
つ
く
る
　
新
し
い
ま
ち
。

復興道路 三陸沿岸道路
野田久慈道路（普代～久慈）

まちづくり連携道路 県道273号
安家玉川線 下安家
平成28年度完成予定

復興道路 三陸沿岸道路
尾肝要普代道路（尾肝要～普代）
平成32年度完成予定

復興関連道路 県道202号
普代小屋瀬線 芦渡の２
平成28年度完成済み

久慈北道路

普代道路

広内海岸防潮堤
平成29年度完成予定

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号　平28情複、第1213号）
この地図を第三者が複製する場合には、国土地理院長の承認を得なければならない。

※平成27年度までに完成済の
事業については記載してい
ません。

凡例

【平成28年度完成、進行中の事業】

社会資本等の
復旧・復興の状況

… 国が主体の事業

… 県が主体の事業

… 各市町村が主体の事業

普代浜園地
（写真⑧）

三陸鉄道新駅「十府ヶ浦海岸駅」
平成29年3月開業予定（写真⑦）

よ
っ
て
堤
防
が
約
１
m
高
く
な
る
ほ

か
、堤
防
の
か
さ
上
げ
に
伴
う
湊
橋
の

架
け
替
え
工
事
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、夏
井
川
の
工
事
は
大
崎
町
内

の
右
岸
約
8
0
0
ｍ
の
区
間
。工
事

に
よ
っ
て
現
状
よ
り
堤
防
が
約
２
m

高
く
な
り
ま
す
。

久
慈
川
は
、サ
ケ
が
遡
上
す
る
川
。

遡
上
シ
ー
ズ
ン
に
は
水
中
の
工
事
を
控

え
る
な
ど
、漁
業
関
係
者
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
お
り
、完
成

は
平
成
30
年
度
。夏
井
川
は
平
成
29
年

度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地図
MAP

防
潮
堤
の
整
備
や
住
宅
地
・

県
道
の
地
盤
か
さ
上
げ
で
、

八
木
地
区
を
守
る

洋野町

久
慈
港
の
可
能
性
も
広
げ
る

湾
口
防
波
堤
整
備

久慈市

堤
防
の
か
さ
上
げ
で

津
波
か
ら
町
を
守
る

久
慈
川
地
区
、夏
井
川
地
区
の

防
潮
堤
整
備

久慈市

八
木
地
区
の
南
側
で
は
、洋
野
町

が
宅
地
の
地
盤
か
さ
上
げ
工
事
を
施

工
し
て
い
ま
す
。こ
れ
と
連
動
し
、県

で
は
、県
道
2
1
6
号
八
木
港
線（
延

長
5
0
0
ｍ
）の
か
さ
上
げ
工
事
を

行
っ
て
お
り
、浸
水
に
強
い
道
路
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。か
さ
上
げ
に
よ

り
、八
木
港
線
は
50
㎝
〜
２
ｍ
ほ
ど

高
く
な
る
見
込
み
で
、平
成
28
年
度

中
に
供
用
開
始
と
な
る
予
定
で
す
。

［2］

北 い わ て 最 前 線



ローソン

三陸沿岸道路
 （自動車専用道路） 宇部川

北リアス線 陸中野田駅

新しい県道計画

新町橋

漁協
久慈工業
高校

新町地区
高台団地

268217

45

45

29

29
野田村役場

付け替え

野田村内の道路整備（野田山形線等）

津
波
か
ら
村
を
守
る
防
潮
堤
の

整
備
と
防
潮
林
の
再
生

野
田
村
の
中
心
部
を
守
る
た
め
、

全
長
約
2
・
6
㎞
の
防
潮
堤
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。整
備
に
は
、

国
土
交
通
省
三
陸
国
道
事
務
所
が
進

め
る
、野
田
久
慈
道
路
浜
山
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）の
工
事
で
発
生
し
た
土
砂

を
活
用
し
て
お
り
、平
成
30
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、震
災
前
、十
府
ヶ
浦
海
岸
沿

い
に
続
い
て
い
た
防
潮
林
の
再
生

（
8
・
3  

ha
）に
つ
い
て
は
、防
潮
堤
の

整
備
進
度
に
合
わ
せ
て
昨
年
10
月
か

ら
着
手
し
、現
在
、植
栽
地
を
造
成

中
。植
栽
は
被
災
前
と
同
様
に
塩
害

に
強
い
ク
ロ
マ
ツ
を
主
体
と
し
、野
田

村
等
と
も
調
整
し
な
が
ら
進
め
る
予

定
で
す
。

区
域
内
の
全
世
帯
へ
の

土
地
引
渡
し
完
了

「
野
田
村
土
地
区
画
整
理
事
業
」

津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
野
田

村
の
中
心
市
街
地
。村
で
は
、浸
水
深

６
ｍ
の
被
害
を
受
け
た
場
所
を
つ
な
い

三
鉄
北
リ
ア
ス
線

「
十
府
ヶ
浦
海
岸
駅
」

３
月
25
日
開
業

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
の「
陸
中
野

田
駅
」と
、「
野
田
玉
川
駅
」の
ほ
ぼ
中

間
に
、野
田
村
で
は
３
駅
目
と
な
る

「
十
府
ヶ
浦
海
岸
駅
」が
完
成
し
ま
す
。

愛
称
は「
は
ま
な
す
香
る
砂
浜
」。

「
普
代
浜
園
地
」に
新
し
い

休
憩
所
な
ど
が
完
成

岩
礁
が
多
い
北
三
陸
の
海
岸
の
中

で
、美
し
い
砂
浜
が
続
く
と
し
て
人

気
の
普
代
浜
。環
境
省
と
普
代
村
で

は
、こ
の
浜
の
賑
わ
い
を
再
び
取
り

戻
そ
う
と
普
代
浜（
普
代
浜
園
地
）

の
再
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

園
地
の
愛
称
は
地
元
の
中
学
生
が

名
付
け
た「
キ
ラ
ウ
ミ
」。面
積
は
再

整
備
で
以
前
よ
り
広
く
な
り
、
約

２
万
㎡
。芝
を
張
り
、園
路
を
設
け
て

散
策
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

浜
の
脇
を
流
れ
る
普
代
川
の
北
岸
側

に
は
、環
境
省
が
駐
車
場（
49
台
）、

東
屋
２
棟
、温
水
シ
ャ
ワ
ー
と
ト
イ
レ

が
あ
る
休
憩
施
設
を
設
置
。平
成
28

年
７
月
に
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、川
の
南
岸
側（
普
代
水
門
前
ひ

ろ
ば
）に
は
村
が
復
興
交
付
金
を
活

用
し
て
テ
ラ
ス
付
き
の
海
産
物
直
売

施
設
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、こ
の

3
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と一
体
と
な
っ
た

県
道
野
田
山
形
線
の
道
路
整
備

国
道
45
号
を
起
点
と
し
、三
陸
沿

岸
道
路
野
田
I
C（
仮
）に
も
接
続

す
る
新
し
い
県
道「
主
要
地
方
道
野
田

山
形
線
野
田
工
区（
延
長
1
・
5
㎞
）」

の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
県
道
は
野
田
村
の
中
心
市
街 久慈港湾口防波堤の整備（③）

新町橋の施工状況（④）

久慈港湾口防波堤

北堤2,700m
（うち675m据付済）

開口部
350m

南堤1,100m

防潮堤復旧工事の状況（⑤）

都市公園整備事業及び土地区画整理事業の
状況（⑥）

十府ヶ浦海岸駅の整備状況（⑦）米田忠一会長

普代川北岸側から南岸側を望む（⑧）

新
駅
は
、無
人
駅
で
、ホ
ー
ム
と
待

合
室
を
整
備
。村
が
建
設
費
を
負
担
す

る
請
願
駅
で
す
が
、建
設
予
定
地
の
地

盤
が
弱
く
、事
業
費
の
増
大
が
予
想
さ

れ
た
た
め
、一
旦
は
建
設
を
断
念
。し
か

し
、事
業
費
の
全
額
を
、県
か
ら
三
陸

鉄
道
復
興
地
域
活
性
化
支
援
事
業
費

補
助
金
と
し
て
交
付
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
、工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
駅
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、「
の

だ
砂
ま
つ
り
」の
際
に
臨
時
駅
を
設

け
て
い
た
場
所
で
、集
団
移
転
し
た

米
田
・
南
浜
高
台
団
地
の
近
く
。長

年
、常
設
駅
設
置
を
要
望
し
て
き
た

「
野
田
村
米
田
部
落
会
」の
米
田
忠
一

会
長
は「
地
域
を
あ
げ
て
開
業
を
喜

ん
で
い
る
。高
校
生
や
車
を
持
た
な

い
お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
大
事
な
生

活
の
足
。十
府
ヶ
浦
海
岸
は
堤
防
や

国
道
の
か
さ
上
げ
で
以
前
の
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
く
な
っ
た
が
、新
駅
の
す

で
ラ
イ
ン
を
引
き
、そ
の
ラ
イ
ン
か
ら
海

側
の
エ
リ
ア
を
災
害
危
険
区
域
に
設
定
。

区
域
内
の
住
居
を
高
台
へ
移
転
さ
せ

る
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
と
併

せ
、区
域
指
定
を
免
れ
た
村
中
心
市

街
地
を
復
興
す
る
た
め
、土
地
区
画

整
理
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
10
月
、最
後
の
世
帯
の
引
き

渡
し
が
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
再
建
に
は
、生
活
の
基

盤
作
り
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

移
転
は
地
区
全
体
の
完
成
を
待
た

ず
、街
区（
ブ
ロ
ッ
ク
）ご
と
に
実
施
。

そ
の
た
め
工
事
着
手
か
ら
わ
ず
か
３

年
で
全
て
の
世
帯
の
引
き
渡
し
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、さ
ら
に
安
全
な
ま
ち
に
す
る
た

め
に
、災
害
危
険
区
域
は
都
市
公
園（
津

波
防
災
緑
地
）と
し
て
整
備
中
。普
段

は
憩
い
の
公
園
と
し
て
、万
が
一
の
際
は
、

津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
緩
衝
地

帯
と
し
て
機
能
さ
せ
る
計
画
で
す
。

ぐ
近
く
の
公
園
か
ら
は
海
に
抜
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ぜ
ひ
観

光
客
に
も
来
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と一
体
と
な
っ
た

県
道
野
田
山
形
線
の
道
路
整
備

野田村

津
波
か
ら
村
を
守
る
防
潮
堤
の

整
備
と
防
潮
林
の
再
生

野田村

休
憩
所
な
ど
が
完
成

普代村

区
域
内
の
全
世
帯
へ
の

土
地
引
渡
し
完
了

野田村

三
鉄
北
リ
ア
ス
線

３
月

野田村

完
成
を
目
標
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。今
年
度
、長
さ
１
１
０
０
ｍ
の
南

堤
は
、本
体
と
な
る
39
函
の
ケ
ー
ソ
ン

据
付
が
終
了
。長
さ
２
７
０
０
ｍ
の

北
堤
は
、６
７
５
ｍ
分
の
ケ
ー
ソ
ン
据

付
を
終
え
て
い
ま
す（
平
成
28
年
10

月
末
現
在
）。工
事
に
当
た
る
国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備
局
釡
石
港
湾
事

務
所
久
慈
港
出
張
所
で
は
、「
湾
口
防

波
堤
が
完
成
す
れ
ば
津
波
被
害
を
軽

減
し
、波
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
る

久
慈
港
に
静
穏
域
が
広
が
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、海
洋

レ
ジ
ャ
ー
や
養
殖
施
設
の
整
備
な
ど

も
期
待
で
き
、同
出
張
所
で
は「
今
後
、

地
元
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

地
を
通
る
県
道
29
号
が
東
日
本
大
震

災
の
津
波
で
浸
水
し
た
た
め
、そ
の

浸
水
域
を
迂
回
す
る
バ
イ
パ
ス
と
し

て
造
ら
れ
て
い
る
も
の
。災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
村
が

集
団
移
転
を
進
め
た「
新
町
地
区
高

台
団
地
」の
造
成
事
業
と
連
携
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、平
成
29
年
度
の
完

成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

開
通
す
れ
ば
新
町
地
区
高
台
団
地

へ
の
接
続
は
も
ち
ろ
ん
、三
陸
沿
岸

道
路
と
国
道
45
号
と
の
ア
ク
セ
ス
が

飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
あ
っ
て
一
日

も
早
い
供
用
開
始
が
待
た
れ
ま
す
。
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技術指導の様子

道
路
の
応
急
復
旧

台
風
10
号
に
よ
り
、山
間
部
で
河

川
に
沿
っ
て
走
る
道
路
等
が
、至
る
所

で
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。

久
慈
市
と
盛
岡
市
を
結
ぶ
幹
線
道

路
で
あ
る
国
道
2
8
1
号
線
も
、平

成
28
年
８
月
30
日
か
ら
久
慈
市
大
川

目
〜
沼
袋
間（
15
・
9
㎞
）が
通
行
止

め
と
な
り
、昼
夜
を
問
わ
ず
復
旧
作

河
川
の
流
木
や
土
砂
撤
去
の

処
理
作
業

県
北
地
域
で
は
、台
風
10
号
に
よ
り

河
川
に
流
木
が
散
乱
し
、土
砂
が
堆
積

し
ま
し
た
。春
の
雪
解
け
や
、次
の
台

風
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
、再
度
、被
災
し
な

い
よ
う
、県
北
広
域
振
興
局
で
は
久
慈
、

二
戸
両
地
域
の
河
川
で
流
木
や
土
砂
撤

去
等
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
大
規
模
な
浸
水
被
害
を

も
た
ら
し
た
久
慈
川
で
は
、広
範
囲

に
渡
っ
て
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、緊

急
度
を
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
作

  「
安
家
川
サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
場
」の

復
旧
に
向
け
た
取
組
と
、管
内
ふ
化

場
の
連
携
に
よ
る
サ
ケ
稚
魚
の
確
保

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」を
掲
げ

る
岩
手
県
で
、サ
ケ
は
重
要
な
水
産

資
源
。一
定
の
水
揚
げ
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、ふ
化
放
流
事
業
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、台
風
10
号
は
各
地
の

ふ
化
場
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。な
か
で
も「
安
家
川
サ

ケ
・
マ
ス
ふ
化
場（
野
田
村
）」
は
、

大
量
の
流
木
や
土
砂
で
飼
育
池
が
埋

ま
っ
た
ほ
か
、
施
設
全
て
が
浸
水
。

ふ
化
場
の
生
命
線
と
も
い
え
る
地
下

水
を
く
み
上
げ
る
電
気
設
備
も
故
障

す
る
な
ど
、壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

台
風
10
号
の
被
害
か
ら

復
旧
へ
向
け
全
力
で
取
組
中

平
成
28
年
8
月
30
日
、東
北
地
方
太
平
洋
側
に

台
風
10
号
が
上
陸
し
ま
し
た
。
長
く
海
上
で
停

滞
し
巨
大
化
し
た
台
風
の
破
壊
力
は
、東
日
本

大
震
災
津
波
の
傷
跡
を
え
ぐ
る
か
の
よ
う
に
大

き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
県
北
広
域
で
は
河

川
や
水
路
の
氾
濫
に
よ
る
建
物
の
浸
水
被
害
、

電
気
・
水
道
・
通
信
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
や

道
路
の
決
壊
な
ど
、大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。一
カ
月
後
に
国
体
を
控
え
る
な
か
、泥
や

災
害
ゴ
ミ
の
撤
去
、道
路
の
応
急
復
旧
な
ど
に

官
民
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
心
部
は
一

見
、落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、復
旧
は
続
い
て
い
ま
す
。

久慈
久慈川

安家川

野田

安家川サケ・
マスふ化場平庭高原

九戸

至 九戸IC

至 葛巻町

29

29

7
5

42340

281

281
281

281
45

久
慈
市
戸
呂
町
口

久
慈
市
大
川
目

久
慈
市
沼
袋

島川良英組合長

ま
し
た
。秋
の
採
卵
シ
ー
ズ
ン
直
前

の
被
害
だ
っ
た
た
め
復
旧
が
間
に
合

わ
ず
、平
成
28
年
度
の
採
卵
は
、や

む
な
く
断
念
。東
日
本
大
震
災
で
も

被
災
し
た
同
ふ
化
場
に
と
っ
て
は
、

悔
し
い
二
重
被
災
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
化
場
を
運
営
す
る
下
安
家
漁
業

協
同
組
合
の
島
川
良
英
組
合
長
は
、「
採

卵
し
て
稚
魚
を
放
流
し
な
け
れ
ば

戻
っ
て
く
る
サ
ケ
も
な
い
。だ
か
ら
、今

年
の
秋
に
は
な
ん
と
し
て
も
採
卵
を
再

開
し
た
い
。そ
の
一
念
で
復
旧
作
業
を

行
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

再
建
に
か
か
る
費
用
は
約
７
億
円
。

県
と
野
田
村
で
は
、二
重
被
災
と
い

う
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、補
助
率

を
そ
れ
ぞ
れ
1
／
8
か
ら
1
／
6
に

引
き
上
げ
、1
／
2
の
国
庫
補
助
と

あ
わ
せ
、漁
協
の
自
己
負
担
を
1
／
4

か
ら
1
／
6
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

安
家
川
ふ
化
場
の
平
年
の
稚
魚
生
産

数
は
約
４
３
０
０
万
尾
。復
旧
後
の
新

施
設
で
は
、１
割
以
上
多
い
４
8
4
0
万

尾
の
生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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流木
撤去

土砂
撤去

業
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。大
川
目
〜

戸
呂
町
口
間
は
９
月
８
日
に
片
側
交

互
通
行
に
。九
戸
イ
ン
タ
ー
を
経
由
す

る
久
慈
〜
盛
岡
ル
ー
ト
が
通
行
可
能

に
な
り
ま
し
た
。戸
呂
町
口
〜
沼
袋

間
は
９
月
13
日
に
通
行
止
め
が
解
除
。

大
川
目
〜
戸
呂
町
口
間
の
片
側
通
行

も
９
月
30
日
、全
面
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。土
砂
や
流

木
を
撤
去
す
る
に
は
、撤
去
後
の
捨

て
場
の
確
保
が
不
可
欠
。住
民
の
み

な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

捨
て
場
の
確
保
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

安家川サケ・マスふ化場の復旧作業

「
安
家
川
サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
場
」が
台

風
10
号
の
被
害
で
今
期
の
稚
魚
生
産
が

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
有
家
川
」

「
普
代
川
」「
久
慈
川（
大
川
目
と
小
久

慈
）」の
４
つ
の
ふ
化
場
が
協
力
し
て
、

今
年
の
春
に
安
家
川
へ
放
流
す
る
稚
魚

の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
化
場
で
は
、自
河

川
に
放
流
す
る
稚
魚
に
加
え
、安
家

川
に
放
流
す
る
分
ま
で
生
産
す
る
こ

と
に
よ
り
、通
常
よ
り
飼
育
密
度
が

高
く
な
っ
て
稚
魚
の
病
気
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、県
で
は
、

高
い
飼
育
技
術
を
持
つ
安
家
川
ふ
化

場
の
職
員
を
１
月
〜
３
月
ま
で
各
ふ

化
場
に
派
遣
し
、適
正
な
飼
育
環
境

を
整
え
、稚
魚
の
健
康
を
保
つ
た
め

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
内
で
放
流
さ
れ
る
稚
魚
の
約

45
％
を
生
産
す
る
安
家
川
ふ
化
場

は
、サ
ケ
の
回
帰
率
も
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
。そ
の
高
い
技
術
を
伝
え
る
こ
と

で
管
内
全
体
の
ふ
化
技
術
を
向
上
さ

せ
、回
帰
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と

い
う
取
組
で
す
。３
〜
５
年
後
、多
く

の
サ
ケ
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
ま
し
ょ
う
。

道路が決壊した国道281号線

片側交互通行の開始

久慈川の土砂・流木撤去作業状況（久慈合庁前）

県
北
管
内
の
県
管
理
道
路
は
、野
田

村
下
安
家
地
区
を
通
る
県
道
安
家
玉

川
線
が
12
月
20
日
か
ら
通
行
可
能
と

な
り
、通
行
止
め
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
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カ
イ
ゼ
ン
導
入
・
定
着
支
援
で

事
業
者
の
生
産
性
向
上
を
実
現

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
、生
産

性
向
上
等
の
重
要
性
を
追
究
し
、確

立
し
た
、生
産
工
程
や
作
業
の
見
直

し
手
法「
カ
イ
ゼ
ン
」。県
北
広
域
振

興
局
で
は
同
社
に
御
協
力
い
た
だ

き
、平
成
26
年
度
か
ら
管
内
の
食
品

「
二
戸
ぶ
っ
と
べ
」
を

若
者
と
の
協
働
で
発
信

二
戸
地
域
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
肉

「
佐さ
す
け
ぶ
た

助
豚
」「
菜さ
い
さ
い
ど
り

彩
鶏
」「
短
角
牛
」。

こ
れ
ら
の
魅
力
発
信
・
消
費
拡
大
を

目
指
し
、二
戸
市
内
の
飲
食
店
の
料

理
人
の
集
ま
り「
二
戸
若
手
料
理
人

の
会
」が
平
成
25
年
に
開
発
し
た
の

が
、「
二
戸
ぶ
っ
と
べ
」で
す
。

同
会
会
長
の
濱
豊
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
二
戸
ぶ
っ
と
べ
」は
、３
種
の
肉
を

混
ぜ
た
合
い
挽
き
肉
の
肉
だ
ね
の
総

称
で
、豚
・
鶏
・
牛（
べ
ご
）の
頭
文

字
を
取
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。同

会
で
は
市
外
の
イ
ベ
ン
ト
向
け
料
理

と
し
て
、こ
れ
を
使
っ
た「
二
戸
ぶ
っ

と
べ
つ
く
ね
串
」を
開
発
。と
こ
ろ

が
市
民
か
ら「
地
元
で
も
食
べ
た
い
」

と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
た
め
、各
会

員
の
店
で
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、提
供
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、

「
家
庭
で
も
食
べ
た
い
」と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、平
成
27
年
に

持
ち
帰
り
用
商
品
と
し
て「
ぶ
っ
と

べ
ウ
イ
ン
ナ
ー
」を
開
発
。以
来
、市

民
は
も
ち
ろ
ん
、観
光
客
に
も
土
産

品
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置

県
北
広
域
振
興
局
で
は
、食
産
業

事
業
者
や
農
業
者
・
漁
業
者
な
ど
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、「
北
い
わ

て
食
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を

配
置
し
て
い
ま
す
。本
局
経
営
企
画

部
の
又
城
圭
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

平
成
26
年
度
か
ら
、二
戸
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
の
高
群
秀
子
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
平
成
28
年
度
か
ら
務
め

て
お
り
、食
産
業
に
関
す
る
知
識
や

経
験
を
生
か
し
て
、事
業
者
の
状
況

や
ニ
ー
ズ
の
把
握
、催
事（
イ
ベ
ン
ト
）

へ
の
出
展
勧
奨
、各
種
支
援
制
度
等

の
情
報
提
供
、食
材
や
事
業
者
の
情

報
発
信
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。又

城
圭
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地

元
久
慈
市
出
身
で
、観
光
物
産
の
仕
事

に
携
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、就
任
後

は
、久
慈
管
内
の
漁
協
女
性
部
に
よ
る

北いわての基幹産業である食産業。これをさらに盛り上げるため、県北広域
振興局では関係機関と連携しながら、事業者の支援に取り組んでいます。

特集
3 

八戸缶詰 ( 株 ) 久慈工場の沢里勇治工場長

「二戸若手料理人の会」会長の濱豊さん

「ぶっとべウインナー」は「なにゃーと」で販売中

又城圭コーディネーター

高群秀子コーディネーター
又城圭コーディネーターの仲介により「なにゃーと」で販売されてい
る、「こんぶバー」と、「コン・ブッセ」

関
連
事
業
者
を
対
象
に
、製
造
工
程

へ
の
カ
イ
ゼ
ン
導
入
・
定
着
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、同
社
に
よ

る
月
１
回
・
全
６
回（
６
か
月
間
）の

訪
問
指
導
を
１
単
位
と
し
て
い
ま
す
。

八
戸
缶
詰（
株
）久
慈
工
場
で
は
、

平
成
26
年
度
下
期
、平
成
27
年
度
上

期
、平
成
28
年
度
上
期
の
３
期
に
指

導
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
う
ち
平
成
26

年
度
下
期
に
は
、チ
ル
ド
惣
菜
食
品
の

製
造
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮（
最
初
の

工
程
か
ら
最
後
の
工
程
ま
で
の
所
要

時
間
の
見
直
し
）を
テ
ー
マ
に
、「
価

値
を
生
ま
な
い
作
業
＝
ム
ダ
な
作
業
」

の
削
減
、工
程
の
人
員
や
作
業
方
法

の
見
直
し
な
ど
の
カ
イ
ゼ
ン
活
動
を

実
施
。そ
の
結
果
、作
業
効
率
が
高
ま

り
生
産
性
が
向
上
し
、
年
間
で
約

４
０
０
万
円
の
経
費
削
減
に
成
功
し

ま
し
た
。ま
た
こ
の
カ
イ
ゼ
ン
活
動
で

は
、従
業
員
自
身
が「
ム
ダ
」に
気
づ
き
、

排
除
す
る
た
め
の
手
法
を
学
ぶ
勉
強

会
も
行
っ
て
お
り
、人
材
育
成
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
カ
イ
ゼ
ン
導
入
後
、従
業
員
自
ら

『
作
業
の
ム
ダ
』に
気
づ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、そ
の
ム
ダ
を

排
除
す
る
た
め
に
製
造
ラ
イ
ン
の
一

部
を
組
み
替
え
た
と
こ
ろ
、作
業
効

二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
今

年
度
、こ
の「
二
戸
ぶ
っ
と
べ
」の
さ
ら

な
る
魅
力
発
信
と
消
費
拡
大
を
目
指

し
、二
戸
地
域
在
住
・
出
身
の
若
者
に

新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
宣
伝
活
動
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
事
業
を
展
開
し
ま

し
た
。こ
れ
は「
カ
シ
オ
ペ
ア
魅
力
発

信
事
業
」の
一
つ
で
、二
戸
地
域
内
外

の
若
年
層
に
向
け
て
、同
じ
若
年
層
の

目
線
で
発
信
す
る
の
が
狙
い
。若
者
た

ち
に
は
出
店
イ
ベ
ン
ト
の
販
売
サ
ポ
ー

ト
で
現
場
を
知
っ
て
も
ら
い
、そ
の
後
、

若
年
層
向
け
の
新
メ
ニ
ュ
ー
や
Ｐ
Ｒ

方
法
を
提
案
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。県

で
は
、地
域
と
若
者
が
協
働
す
る
こ
と

で
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

料
理
選
手
権「„
北
三
陸
い
わ
て
‶浜

料
理
の
つ
ど
い
」の
審
査
員
や
、久
慈

市
の「
食
育
教
室
」の
講
師
紹
介
な
ど

を
担
当
。ま
た
、二
戸
広
域
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
「
な
に
ゃ
ー
と
」か
ら
の
依

頼
で
、普
代
村
の
製
菓
業
者
を
紹
介

し
、同
セ
ン
タ
ー
の
品
揃
え
強
化
に
も

ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
対
外
的
に
は
、管
内
の
食

材
を
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
も
展

開
中
。今
年
３
月
、東
京
都
内
の
料

理
家
た
ち
と
共
同
で
、管
内
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

今
後
も「
北
い
わ
て
食
産
業
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」は
、
地
域
の
食
産

業
の
相
談
役
・
ま
と
め
役
・
つ
な
ぎ

役
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

食産業を盛り上げて
北いわてをパワーアップ

率
が
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
」と
沢
里
勇

治
工
場
長
は
喜
び
ま
す
。

今
後
も
カ
イ
ゼ
ン
を
継
続
す
る
こ

と
で
、生
産
性
向
上
を
図
る
と
と
も

に
人
材
育
成
や
職
場
活
性
化
を
目
指

す
と
い
う
同
社
。一
方
、振
興
局
で
も
、

各
事
業
者
の
生
産
能
力
向
上
や
人
材

育
成
に
向
け
た
取
組
を
引
き
続
き
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
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・ 
必
ず
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防

注
射
を
し
ま
し
ょ
う

・ 

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す

・ 

犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら
保
健
所

に
す
ぐ
に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う

・ 

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う

・ 

保
護
さ
れ
た
動
物
の
譲
渡
を
希

望
さ
れ
る
方
は
保
健
所
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

遊休農地を利用した小学生の米づくり体験

水路の泥上げの様子

相
談
か
ら
技
術
指
導
ま
で

新
規
就
農
者
を
サ
ポ
ー
ト

県
北
地
域
の
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ

で
あ
る
農
業
。高
齢
化
や
過
疎
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
の
解
消
や
、農
業

振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
後
押

し
す
る
た
め
、北
い
わ
て
の
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
、就
農
希
望
者

や
新
規
就
農
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
幅

広
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、就
農
希
望
者
へ
の

情
報
提
供
、研
修
・
体
験
会
の
実
施

な
ど
の
就
農
準
備
か
ら
、技
術
指
導

と
い
っ
た
就
農
後
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で

保
健
所
で
は

保
護
し
た
動
物
の

譲
渡
を
行
っ
て
い
ま
す

犬
や
猫
を
は
じ
め
と
す
る
ペ
ッ
ト

は
、
か
け
が
え
の
な
い「
家
族
の
一

員
」。愛
情
を
持
っ
て
飼
育
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん「
飼
い
主
の
責
任
」を
し
っ

か
り
と
果
た
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

特
に
犬
は
、法
律
で
市
町
村
へ
の

登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、県
条
例
に
よ
っ

て
放
し
飼
い
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。県
北
地
域
で
は
、狂
犬
病
予
防

注
射
実
施
率
が
県
内
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
ほ
か
、保
健
所
が
放
浪
犬
を

保
護
し
て
も
飼
い
主
か
ら
保
健
所
へ

の
連
絡
が
な
い
た
め
に
、飼
い
主
の

も
と
に
返
還
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い

な
ど
、飼
い
主
の
義
務
や
守
る
べ
き

ル
ー
ル
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、保
健
所
が
保
護
し
た
犬
や

猫
が
新
た
な
飼
い
主
に
譲
渡
さ
れ
る

こ
と
も
増
え
て
お
り
、動
物
を
大
切
に

す
る
機
運
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
切
な
ペ
ッ
ト
の
幸
せ
の
た
め
に
も

「
飼
い
主
の
責
任
」を
改
め
て
認
識

し
、人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
村
集
落
の
環
境
維
持
と

資
源
向
上
を
支
え
る
交
付
金

近
年
、農
村
地
域
の
過
疎
化
、高

齢
化
・
後
継
者
不
足
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
集
落
が
守
っ
て
き
た
農
地
・
水

路
な
ど
の
地
域
資
源
の
維
持
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、集
落

で
行
う
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
な

ど
の
共
同
活
動
に
対
し
交
付
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
が「
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
」で
す
。

草
刈
り
や
水
路
の
清
掃
な
ど
基
礎

的
な
保
全
活
動
に
使
え
る「
農
地
維

持
支
払
」と
、水
路
の
ひ
び
割
れ
補

修
、植
栽
活
動
、生
き
物
調
査
な
ど

に
使
う
こ
と
が
で
き
る「
資
源
向
上

支
払
」
が
あ
り
、
県
北
地
域
で
は
、

現
在
1
3
1
の
組
織
が
活
用
し
て
い

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
。平
成
28
年
度
に
は
久
慈

管
内
を
対
象
に
、就
農
を
考
え
て
い

る
人
に
、体
験
研
修
の
機
会
を
提
供

す
る「
受
け
入
れ
支
援
」を
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
は
、更
に
対
象
を
県
北
全
域

に
広
げ
、県
外
で
生
活
し
て
い
る
県

北
地
域
出
身
者
・
農
家
後
継
者
に
対

象
を
絞
っ
た
Ｕ
タ
ー
ン
支
援
の
ほ

か
、就
農
候
補
者
の
開
拓
や
ニ
ー
ズ

の
掘
り
起
こ
し
に
係
る
支
援
を
実

施
。な
る
べ
く
多
く
の
人
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、帰
省
シ
ー
ズ
ン

に
合
わ
せ
た
体
験
研
修
会
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
向

け
の
情
報
提
供
や
研
修
会
・
体
験
会
の

お
知
ら
せ
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
各
所
に
配
布
す
る
ほ
か
、S
N
S

（
三
陸
復
興
F
a
c
e
b
o
o
k
）

で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。も

ち
ろ
ん
、個
別
の
相
談
に
も
随
時
対
応

し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

岩
手
県
が
進
め
る
「
い
わ
て
県
民
計
画
」
第
３
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
は
岩
手
県
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
を
健
や
か
に
、
産
業
を
振
興
し
、
観
光
・
交
流
を
促
進
す
る

施
策
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
民
の
声
を
県
政
に
生
か
す
。

希
望
郷
い
わ
て新

た
な
担
い
手
の
確
保
で
農
業
を
活
性
化

新
規
就
農
者
を
応
援
し
ま
す

ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員
。
飼
い
主
の
義
務
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
・
予
防
注
射
の
徹
底
を

農
村
景
観
を
こ
れ
か
ら
も
守
る
た
め
に

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」の
活
用
を

保健所から譲渡された動物たち

中
に
は
、地
域
の
宝
で
あ
る
桜
並
木

の
剪
定
や
、遊
休
農
地
を
活
用
し
た
小

学
生
の
米
づ
く
り
体
験
・
収
穫
祭
の
開

催
な
ど
に
よ
る
世
代
間
交
流
に
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
組
織
も
あ
り
ま
す
。

交
付
金
は
、原
則
５
年
間
活
動
す

る
農
業
者
等
に
よ
る
組
織
に
交
付
さ

れ
、交
付
単
価
は
、地
目
や
活
動
内
容

（
例
：
田
の
農
地
維
持
は
10 

a
あ
た
り

３
千
円
な
ど
）に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

美
し
い
農
村
景
観
や
農
地
・
水
路

な
ど
の
地
域
資
源
を
維
持
し
、地
域

の
つ
な
が
り
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い

く
た
め
に
、あ
な
た
の
地
域
で
も
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
共

同
活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
北
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

環
境
衛
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
4
―
5
3
―
4
9
8
7

二
戸
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

環
境
衛
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
5
―
2
3
―
9
2
0
2

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
北
広
域
振
興
局
農
政
部
農
政
調
整
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
4
―
5
3
―
4
9
8
3

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
北
広
域
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
4
―
5
3
―
4
9
8
8

二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
村
整
備
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
5
―
2
3
―
9
2
0
7

県北広域
トピックス
2017

農業現場視察研修の様子

犬
を
飼
っ
た
ら
…

犬
や
猫
を
飼
う
な
ら
…
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折瓜S.A.

駒板

狄塚

山内至 軽米（中心部）

至 九戸村

全体延長
L=470m

264

264

340

森
林
を
守
り
継
ぐ
担
い
手
の

確
保
・
育
成
に
つ
い
て
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー

面
積
の
多
く
を
森
林
が
占
め
る
岩

手
県
。中
で
も
久
慈
地
域
は
、住
宅

の
梁
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
ア
カ
マ
ツ

の
産
地
で
あ
り
、ま
た
、し
い
た
け

の
原
木
や
木
炭
の
原
料
と
し
て
使
わ

れ
る
広
葉
樹
の
割
合
が
多
い
の
が
特

色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
久
慈
地
域
の
森
林
を
守
る

た
め
に
は
、林
業
・
木
材
産
業
の
振

興
が
必
須
。し
か
し
高
齢
化
や
過
疎

化
に
よ
る
人
手
不
足
、後
継
者
不
足

が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、新

規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
を
図
る
た

め
、企
業
・
団
体
の
受
け
入
れ
体
制

の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、県
北
広
域

振
興
局
で
は
、平
成
28
年
12
月
16
日

に
企
業
・
団
体
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー「
林

業
・
木
材
産
業
就
業
対
策
セ
ミ
ナ
ー

i
n
久
慈
」を
開
催
。久
慈
地
域
の

林
業
・
木
材
関
連
企
業
の
採
用
担
当

「
久
喜
東
漁
場
」
の
ウ
ニ
、

ア
ワ
ビ
増
殖
場
を
整
備

県
で
は
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

の
更
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、水
産

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。平
成
29
年
1
月
に
は
、久
慈
市

久
喜
東
漁
場
の
増
殖
場
造
成
工
事
が

完
了
。こ
の
地
域
の
主
要
な
水
産
物

の
１
つ
で
あ
る
ウ
ニ
、ア
ワ
ビ
の
生

産
力
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

久
喜
東
漁
場
は
ウ
ニ
、ア
ワ
ビ
の

餌
場
と
な
る
天
然
の
岩
礁
地
帯
が
あ

り
、採
介
藻
漁
業（
船
上
か
ら
貝
類

や
海
藻
な
ど
を
採
る
漁
業
）が
盛
ん
。

こ
れ
ま
で
継
続
的
に
ウ
ニ
、ア
ワ
ビ

の
種
苗
放
流
を
積
極
的
に
行
い「
つ

く
り
育
て
る
」漁
業
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。し
か
し
水
深
が
深
く
餌
と

な
る
海
藻
類
が
育
ち
に
く
い
ポ
イ
ン

ト
が
所
々
に
あ
り
、漁
獲
効
率
が
悪

い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

軽
米
町
駒
板
地
区
の

一
般
国
道
３
４
０
号
を

よ
り
安
全
・
快
適
に

県
内
陸
部
を
南
北
に
縦
断
す
る
一

般
国
道
３
４
０
号
は
、復
興
支
援
道

路
と
し
て
震
災
復
興
に
か
か
わ
る
物

流
を
担
い
、災
害
に
強
く
信
頼
性
の

高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
重
要
路
線
。地
域
の
主
要
産
業
で

あ
る
養
鶏
業
を
支
え
る
物
流
路
線
で

も
あ
り
、ま
た
生
活
道
路
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、軽
米
町
駒
板
地
区
を
通

る
区
間
は
急
カ
ー
ブ
で
見
通
し
が
悪

く
、
幅
も
狭
い
た
め
、
車
の
ス
ム
ー

ズ
な
走
行
を
妨
げ
て
い
ま
し
た
。特

に
冬
は
、路
面
の
凍
結
や
除
雪
で
道

の
両
脇
に
雪
が
た
ま
る
こ
と
に
よ
る

幅
員
の
減
少
で
交
通
の
難
所
と
な

り
、事
故
が
度
々
発
生
。歩
道
も
未

整
備
だ
っ
た
た
め
、生
活
道
路
と
し

て
利
用
す
る
地
域
住
民
の
安
全
な
生

活
を
脅
か
し
て
い
ま
し
た
。

久
慈
地
域
の
美
し
い
森
林
を
未
来
へ

「
林
業
・
木
材
産
業
新
規

就
業
対
策
セ
ミ
ナ
ー
i
n
久
慈
」開
催

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」を
推
進

漁
場
整
備
で
地
域
水
産
業
を
後
押
し

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
へ

「
復
興
支
援
道
路
」の
改
良
工
事
が
完
了

就職に関する専門家による講演

者
な
ど
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、高
校
の
進
路
指
導
担
当

教
諭
、職
業
安
定
所
の
指
導
官
、毎

年
新
卒
者
を
採
用
し
て
い
る
木
材
関

連
会
社
の
代
表
者
。そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
就
業
確

保
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
求
職
者
が
就

職
先
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
」「
高
校
生

の
就
職
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」「
新
卒
者

の
教
育
体
制
に
つ
い
て
」な
ど
積
極

的
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
７
割
の
参
加
者
が「
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」と
回
答
。ま
た
全

員
が
次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
希
望

し
ま
し
た
。

今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
、よ
り
進
化
し
た
取
組
を
行
う
予

定
で
す
。

そ
こ
で
深
場
に
異
形
ブ
ロ
ッ
ク（
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
）を
積
み
重
ね
て
水
深

を
浅
く
し
、餌
場
と
な
る
増
殖
場
を

人
工
的
に
造
成
す
る
事
業
が
平
成
21

年
度
に
ス
タ
ー
ト
。東
日
本
大
震
災

津
波
の
影
響
で
一
時
中
断
し
ま
し
た

が
、
今
年
1
月
ま
で
に
計
画
し
た

6
・
9 

ha
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

使
わ
れ
た
異
形
ブ
ロ
ッ
ク
は
大
き
い

も
の
で
重
さ
60 

t
、高
さ
約
５
m
。数

は
9
6
0
個
以
上
に
及
び
ま
し
た
。

こ
の
増
殖
場
の
造
成
に
よ
り
、ウ

ニ
、ア
ワ
ビ
の
生
産
量
は
年
間
で
お
よ

そ
６
t
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。ま
た
港
と
漁
場
の
距
離
が

縮
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト

の
軽
減
の
ほ
か
、密
漁
対
策
な
ど
の

管
理
の
負
担
軽
減
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、平
成
27
年
度
か

ら
急
カ
ー
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
危
険

箇
所
の
解
消
や
幅
員
を
拡
張
す
る
改

良
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、い

よ
い
よ
こ
の
３
月
に
完
成
し
ま
す
。

集
落
の
そ
ば
を
通
っ
て
い
た
道
路

を
東
側
に
回
避
し
、ほ
ぼ
直
線
に
し

た
こ
と
で
走
行
性
が
向
上
し
た
ほ

か
、幅
員
を
拡
張
し
除
雪
時
の
堆
雪

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。ま
た
、

拡
張
し
た
路
肩
に
歩
行
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、集
落
か
ら

集
会
施
設
ま
で
、安
全
に
行
き
来
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、地
域
住
民

に
と
っ
て
も
よ
り
安
全
で
便
利
な
道

路
環
境
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

二
戸
土
木
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
5
―
2
3
―
9
2
0
9

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
北
広
域
振
興
局
水
産
部
漁
港
漁
村
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
4
―
5
3
―
4
9
8
5

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
北
広
域
振
興
局
林
務
部
林
業
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
1
9
4
―
5
3
―
4
9
8
4 セミナーでの質疑応答の様子

増殖場に育つウニ・アワビ

工事完了後の駒板地区国道340号線

増殖場整備の様子

駒板地区改良工事の
概要
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八戸JCT八戸JCT

八戸是川八戸是川

階上階上

久慈北久慈北

青森県青森県

宮城県宮城県

秋
田
県

秋
田
県

久慈港久慈港

宮古港宮古港

釜石港釜石港

大船渡港大船渡港

久慈久慈

普代普代

（仮）侍浜（仮）侍浜

（仮）田野畑北（仮）田野畑北

（仮）田野畑南（仮）田野畑南

宮古中央宮古中央

宮古南宮古南

山田山田
山田南山田南

釜石北釜石北（仮）釜石西（仮）釜石西
遠野住田遠野住田

遠野遠野
東和東和

江刺田瀬江刺田瀬

宮守宮守

花巻JCT花巻JCT

釜石両石釜石両石

吉浜吉浜
三陸三陸

通岡通岡陸前高田陸前高田

（仮）唐桑北（仮）唐桑北
（仮）唐桑南（仮）唐桑南

（仮）気仙沼（仮）気仙沼
（仮）気仙沼港（仮）気仙沼港

（仮）大谷（仮）大谷
（仮）本吉（仮）本吉
（仮）卯名沢（仮）卯名沢
（仮）歌津（仮）歌津
南三陸海岸南三陸海岸志津川志津川

登米東和登米東和

登米登米

三滝堂三滝堂

桃生豊里桃生豊里

鳴瀬奥松島鳴瀬奥松島

利府中利府中
利府JCT利府JCT

仙台港北仙台港北

（仮）釜石JCT（仮）釜石JCT

岩泉龍泉洞岩泉龍泉洞
（仮）田老北（仮）田老北

（仮）田老第2（仮）田老第2（仮）
松山
（仮）
松山

（仮）大槌（仮）大槌

手代森

川目

田の沢

（仮）
根市
（仮）
根市

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻）80㎞
【復興支援道路】

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻）80㎞
【復興支援道路】

H30 遠野道路
11.0㎞

H30 釜石道路
6.0㎞

H30 唐桑高田道路
10.0㎞（岩手県内8.0㎞）

H30 釜石山田道路
（仮）大槌IC～山田南IC 8.0㎞

H29 宮古田老道路
（仮）田老第２IC～（仮）田老北IC 
4.0㎞

H32 尾肝要普代道路 8.0㎞

H32 洋野階上道路 ※2
23.0㎞（岩手県内20.0㎞）

H31 釜石山田道路
釜石北IC～（仮）大槌IC 4.8㎞

H29 山田宮古道路 14.0㎞

H29 田老岩泉道路 6.0㎞

H30 久慈北道路 ※1， ※2
7.4㎞

田野畑道路 6.0㎞

宮古箱石道路
33.0㎞平津戸松草道路

（平津戸・岩井～松草）

H32 区界道路
（区界～梁川）

H31 都南川目道路
（田の沢IC～手代森IC）

H32 川井～箱石地区
7.0㎞

H32 蟇目～腹帯地区
7.0㎞

H31 下川井地区 2.0㎞

H30 宮古西道路（県施行）3.3㎞
（仮）松山IC～（仮）根市IC

H32 宮古西道路 4.0㎞
宮古市藤原～（仮）松山IC

野田久慈道路 25.0㎞

H30 釜石山田道路
（仮）釜石JCT～釜石両石IC
5.6㎞

H32 宮古田老道路
宮古中央IC～（仮）田老第2IC
17.0㎞

H30 吉浜釜石道路 ※2
14.0㎞

平成29年度 開通予定

凡例
供用中
事業中
事業中（H23補正新規）
4車線化計画区間

平成30年度 開通予定

平成31年度 開通予定

平成32年度 開通予定

（H28.10.30現在）

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡）66㎞
【復興支援道路】

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡）66㎞
【復興支援道路】

三
陸
沿
岸
道
路 

359
㎞
【
復
興
道
路
】

三
陸
沿
岸
道
路 

359
㎞
【
復
興
道
路
】

現道活用区間

N

広　域　図

【震災後供用開始路線】

※1：地すべり対策等が速やかに完了する場合
※2：土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が
 速やかに完了する場合

年月日 路線（区間） 延長
H24.11.25
H25.03.10
H25.10.13
H26.03.02
H26.03.23
H27.11.29
H27.12.05
H28.03.12

23.7㎞
6.7㎞
4.2㎞
4.5㎞
4.1㎞
3.6㎞
9.0㎞
2.6㎞

東北横断自動車道釜石秋田線（宮守～東和）
宮古盛岡横断道路（梁川道路）
三陸沿岸道路（普代道路）
三陸沿岸道路（尾肝要道路）
三陸沿岸道路（高田道路（通岡～陸前高田））
三陸沿岸道路（吉浜道路）
東北横断自動車道釜石秋田線（遠野～宮守）
宮古盛岡横断道路（都南川目道路［川目～田の沢］）

3.4㎞ 7.0㎞8.0㎞

平成28年度 開通予定
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アンケートにお答えいただいた皆さまの中から、
抽選で合計10名様にプレゼント！

写真①洋野階上道路（23.0km）
開通予定：H32年度※2

写真②久慈北道路（7.4km）
開通予定：H30年度※1、※2

久慈道路（3.2km）
H5年度開通済み

普代道路（4.2km）
H25年度開通済み

写真③野田久慈道路（25.0km）
開通予定：未定

写真④尾肝要普代道路（8.0km）
開通予定：H32年度

三陸沿岸道路等の
工事状況

久慈地域の状況

ア ン ケ ート・プ レ ゼ ント
A 大西ファーム（株）　詰め合わせ

B 総合農舎山形村　詰め合わせ

【送り先】
は が き  〒028-8042久慈市八日町1-1
 県北広域振興局「北いわて最前線アンケート」係
F A X  0194-53-1720　 電子メール BK0001@pref.iwate.jp 
【締   切】 平成29年3月27 日（月）

※ 回答は、右の二次元バーコードを読み込んで応
募フォームからご応募ください。なお、はがき・
ＦＡＸでもご応募いただけますので、住所・氏名・
年齢・性別・電話番号・ご希望商品のアルファベッ
ト記号（ＡまたはＢ）をお書きの上、お送りくだ
さい。

 なお、当選発表は、商品の発送をもって代えさせ
ていただきます。

（1） 記事はわかりやすかったですか？（番号で回答）
①非常にわかりやすい　②わかりやすい　③普通　④わかりにくい
⑤非常にわかりにくい

（2） 今回の記事で興味を持ったものは何ですか？（番号で回答・複数回答可）
①特集１ 震災復興、 ともにつくる　新しいまち。
②特集２ 台風10号の被害から復旧へ向け全力で取組中
③特集３ 食産業を盛り上げて北いわてをパワーアップ
④県北広域トピックス2017　⑤三陸沿岸道路等の工事状況

（3） 本誌へのご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きください。

スマートフォン用 携帯用

終点側より(仮)高家川橋を望む

(仮)柏木平第二トンネル上部より起点側（(仮)
柏木平第一トンネル）を望む

起点側より(仮)野田ＩＣを望む

終点側より(仮)夏井高架橋を望む

【問】 ０１９５－２３－４５１５

無添加無着色、こだわりの
レシピで作られた「ドライ
トマト オリーブオイル漬」
「バーニャカウダ」「焼き
くるみのはちみつ漬け」を
セットにしてお届けします。

【問】 ０１９４－７５－２９２９

北上高地の緑の牧場で
育ったいわて短角牛の「厚
切りビーフシチュー」「す
じ肉ごろごろカレー」「ご
はんの素」のレトルト３点
セットをお届けします。

東日本大震災からの「復興道路」として位置づけられる三陸沿岸道路（359km）と、「復興支援道路」宮古盛
岡横断道路（66km）・東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻、80km）の工事進捗状況をお知らせします。
平成32年度には久慈市と八戸市が三陸沿岸道路で繋がることとなり、経済や交流連携の活発化に大きな期待
が寄せられています。開通に合わせて、久慈地域の４市町村では、広域の道の駅の整備に向け動き出しています。

写真①

写真②

写真③

写真④
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